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１ 沿線住民アンケート 

 



 
資 2-2 

 

 

 



 
資 2-3 

 

 

 



 
資 2-4 

 

 

 



 
資 2-5 

（１） 概要 

現在の交通利用状況,今出川通におけるＬＲＴ導入に関する意見及び交通社会実験に対する評

価等を伺うため，今出川通沿線 10 学区の住民を対象に「市民しんぶん」に折りこみ，配布する

かたちで実施した。 

l 配布数：27,000 

l 回収数：2,602 

l 回収率：9.6％ 

 

【居住地域別の回答者数および割合】 

 大将軍
学区 
衣笠
学区 
桃薗
学区 
小川
学区 
嘉楽
学区 
室町
学区 
京極
学区 
仁和
学区 
翔鸞 
学区 
養正 
学区 
その他 
不明・ 
無回答 
合  計 

人数
（人） 188 314 128 182 151 303 221 300 259 138 208 210 2602 

割合
（％） 7.2 12.1 4.9 7.0 5.8 11.6 8.5 11.5 10.0 5.3 8.0 8.1 100 

 

（２） アンケート単純集計結果 

問１「実験の実施をご存じでしたか？」について 

社会実験実施についての認知度は概ね高く，59.4％が「知っていた」と回答している。 

不明・無回答
28.7%

知らなかった
11.9%

知っていた
59.4%
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問１（１）「社会実験の実施を知ったことで，自動車利用を控えようと思いましたか？」について 

社会実験当日の自動車利用については，「はい（控えようと思った）」が 39.0％を占めた。一方，

「いいえ（控えようと思わなかった）」が 32.1％であった。 

わからない
14.0%

不明・無回答
14.9%

いいえ
32.1%

はい
39.0%

 

 

問１（２）「実際に，１月２４日の実験当日の自動車利用を控えましたか？」について 

社会実験当日，実際に自動車の利用を控えたかについては，「いいえ（控えなかった）」が 32.8％

を占め，「はい（控えた）」が 23.7％であった。 

はい
23.7%

いいえ
32.8%

不明・無回答
20.3%

自動車を持っ
ていない
23.2%
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問１（２）副「車を控えなかった理由を２つまでお選びください。」（複数回答）について 

「荷物を運ぶのに必要だったから」が 255件と最も多く，「自動車の方が楽に移動できるから」

という理由も 249件とほぼ同数を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２（１）「実験実施により，日常生活に影響がありましたか？」について 

日常生活への影響については，60.3％が「（影響が）なかった」と回答したものの，「（影響が）

あった」との回答も 32.9％を占めた。 

あった
32.9%

なかった
60.3%

不明・無回答
6.8%

 

255

249

217

170

136

204

36

0 50 100 150 200 250 300

荷物を運ぶのに必要だったから

自動車の方が楽に移動できるから

自動車以外での移動は困難だから

公共交通が不便だから

人の送迎に必要だったから

その他（具体的にお書きください）

不明・無回答

(件)
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問３（１）「普段に比べて，渋滞が気になりましたか？」について 

渋滞については「気になった」が 47.4％と最も多く，「少し気になった」の 14.2％と合わせる

と，約 6割が渋滞を意識したという結果となった。 

あまり気にな
らなかった
11.0%

不明・無回答
5.0%

わからない
17.0%

全く気にならな
かった
5.4%

少し気になっ
た
14.2%

気になった
47.4%

 

問３（２）「実験当日の渋滞の主な原因は何だと思いますか？２つ選んでください。」（複数回答）

について 

「車線の減少」が 1771件と突出しており，続いて，「路線バス，タクシーの乗降」が 356件と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1771
356

340

281
245

211
208

0 400 800 1200 1600 2000

車線の減少

路線バス，タクシーの乗降

わからない

通行する車の増加

商店等への荷物の搬入

その他

不明・無回答

(件)
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問４（１）「今出川通における現状で，気になる点を２つ選んでください。」（複数回答）について 

「交通渋滞」が 1394件で最も多く，次いで「歩道が狭く，歩きにくい」が 959件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（２）「今出川通においてＬＲＴを検討する場合，配慮すべき点を２つ選んでください。」（複

数回答）について 

「軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保」が 1437件で最も多く，次いで 

「道路渋滞の緩和」が 747件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1394

959

844

545

475

266

170

87

0 400 800 1200 1600

交通渋滞

歩道が狭く，歩きにくい

違法駐車，違法駐輪が多い

バスが時間通りに来ない

自動車やバスの排気ガスや騒音

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山など）方面への移動が不便

その他

不明・無回答

(件)

747
606

361
301
276
273
225
208
82
237
118

1437

0 400 800 1200 1600

軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保
道路渋滞の緩和
採算性や運営主体

公共交通全体を利便性向上
歩くまち・京都にふさわしいまちづくり
市民・事業者との合意形成
公共交通ネットワークの充実

二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響
車庫や停留場などの用地の確保

運行間隔の改善
その他

不明・無回答

(件)



 
資 2-10 

問４（３）「今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，期待することを２つ選んでください。」（複

数回答）について 

「騒音や排気ガスが少なくなる」が 842件と最も多くなっており，次いで「特に期待すること

はない」が 808件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５（１）「今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか。」について 

「反対」が 36.4％と最も多く，「どちらかと言えば反対」の 13.8％をあわせると 50.2％と僅か

に過半数を超えた。一方，「賛成」，「どちらかと言えば賛成」をあわせた割合は 43.9％であった。 

 

賛成
27.9%

どちらかと言え
ば賛成
16.0%

反対
36.4%

わからない
5.5%

不明・無回答
0.4%

どちらかと言え
ば反対
13.8%

 

842
808

676
656

398
387

197
414

101

0 400 800 1200

騒音や排気ガスが少なくなる
特に期待することは無い

バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い地域が活性化する
時間に正確だから予定がたてやすい

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山など）方面への移動が便利になる
バスと比べて多くの人が乗れる

地域が活性化する
その他

不明・無回答

(件)
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問５（２）「今出川通以外で，京都市内にＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか。」につ

いて 

「賛成」が 30.2％と最も多く，「どちらかと言えば賛成」の 21.3％をあわせた割合は 51.5％と

過半数を超えた。一方，「反対」は 24.3％であり，「どちらかと言えば反対」の 11.5%をあわせた

割合は 35.8％であった。 

賛成
30.2%

どちらかと言え
ば賛成
21.3%

反対
24.3%

わからない
10.9%

不明・無回答
1.8%

どちらかと言え
ば反対
11.5%

 

 

問５（３）「今出川通にＬＲＴが導入された場合，あなたは，車の利用を控えることができます

か。」について 

「車を控えることはできない」が 31.0％と最も多い一方，「車の利用を控えて，積極的にＬＲ

Ｔなどの公共交通機関を利用して移動する」（16.4%）と「少しは車の利用を控える」（15.4%）

を合わせた割合は 31.8％を占めた。 

車の利用を控えるこ
とはできない
31.0%

不明・無回答
3.4%その他

7.8%

現在，車を利用して
いない
26.0%

少しは，車の利用を
控える
15.4%

車の利用を控えて，
積極的にＬＲＴなど
の公共交通機関を
利用して移動する
16.4%
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（３） 回答者の属性 

問６（１）「年齢」 

「60～69歳」が 23.6％と最も多く，次いで「50～59歳」が 21.1％となっている。 

40～49歳
15.7%

50～59歳
21.1%

60～69歳
23.6%

70歳以上
19.9%

30～39歳
13.0%

20歳未満
0.5% 20～29歳

5.3%

不明・無回答
0.9%

 

問６（２）「性別」 

「男性」が 54.7％，「女性」が 43.2％となっている。 

 

男性
54.7%

女性
43.2%

不明・無回答
2.1%

 



 
資 2-13 

問６（３）「居住地」 

「衣笠学区」が 12.1％と最も多く，次いで「室町学区」が 11.6％となっている。 

大将軍学区
7.2%

衣笠学区
12.1%

桃薗学区
4.9%

小川学区
7.0%

嘉楽学区
5.8%

室町学区
11.6%京極学区

8.5%

仁和学区
11.5%

翔鸞学区
10.0%

養正学区
5.3%

その他
8.0%

不明・無回答
8.1%

 

 

問６（５）「移動手段」 

「バス」が 31.2％と最も多く，次いで「自家用車」が 29.4％となっている。 

不明・無回答
1.7%

鉄道
6.3%

バス
31.2%

タクシー
2.7%

二輪車・自転車
25.5%

徒歩
3.2%

自家用車
29.4%
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２ 沿道商業者アンケート 
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（１） 概要 

ＬＲＴの導入に伴い，強い影響を受けると想定される沿道商業者に対して，ＬＲＴに関する意

見等を伺うため，各戸に訪問し，アンケートを手渡す方法により実施した。 

l 配布数：350 

l 回収数：109 

l 回収率：31.1％ 

 

（２） アンケート単純集計結果 

Ｑ１「実験実施により，商業活動に影響がありましたか？」について 

実験実施による影響については，「（影響が）あった」が 65.1％を占めた。 

 

なかった
33.0%

不明・無回答
1.9%

あった
65.1%

 

 

Ｑ３「普段に比べて，渋滞が気になりましたか？」について 

最も多い回答は「気になった」の 67.0％であり，「少し気になった」の 13.8％を合わせると，

約 8割が渋滞を意識していた。 

全く気になら
なかった
0.9%

わからない
1.8% 不明・無回答

4.6%

少し気になっ
た
13.8%

あまり気にな
らなかった
11.9%

気になった
67.0%
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Ｑ４「荷さばき車両専用の駐車場はありますか？」について 

荷さばき車両専用の駐車場については，69.7％が「ない」と回答している。 

 

ない
69.7%

不明・無回答
3.7%

ある
26.6%

 

 

Ｑ４副「荷さばき車両専用の駐車場がある場合の台数は？」について 

「１台」が 24.1％と最も多くなっており，次いで「２台」，「３台」が 20.7％となっている。 

 

１台
24.1%

不明・無回答
0.1%

６台以上
10.3%

５台
10.3%

４台
13.8%

３台
20.7%

２台
20.7%
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Ｑ５「荷さばき車両は１日に，約何台停車しますか？」について 

１日の荷さばき車両の停車台数については，「１～２台」が 22.9％と最も多くなっており，次

いで「３～４台」が 18.3％，「５～６台」が 11.9％となっている。 

１～２台
22.9%

３～４台
18.3%

５～６台
11.9%

７～８台
4.6%

９～１０台
11.0%

１１台以上
4.6%

その他
6.4%

不明・無回答
15.7%

０台
4.6%

 
 

 

Ｑ６「荷さばき車両が最も多く停車する時間帯は？」について 

荷さばき車両の停車時間帯については，「１０～１２時」が 35.8％と最も多く，次いで 

「１２～１５時」が 21.1％となっている。 

７～１０時
11.9%

不明・無回答
16.6%

１８時～
1.8%

１５～１８時
12.8%

１２～１５時
21.1%

１０～１２時
35.8%
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Ｑ７「来客者の専用駐車場はありますか？」について 

来客者の専用駐車場については，「ない」が 59.6％，「ある」が 37.6％となっている。 

不明・無回答
2.8%

ある
37.6%

ない
59.6%

 

 

 

Ｑ７副「来客者の専用駐車場がある場合の台数は？」について 

「１～２台」が 46.3％と最も多くなっており，次いで「３～４台」が 19.5％，「５～６台」が 

14.6％となっている。 

３～４台
19.5%

７～８台
4.9%

９～１０台
9.8%

不明・無回答
4.9%

１～２台
46.3%

５～６台
14.6%
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Ｑ８「来客の利用交通手段は何が最も多いと思いますか？」について 

「自動車」が 47.7％で最も多く，次いで「自転車・徒歩」が 41.3％，となっている。一方，

「バス・地下鉄」は，5.5％に留まった。 

 

バス・地下鉄が多
いと思う
5.5%

自転車・徒歩が
多いと思う
41.3%

自動車が
多いと思う
47.7%

不明・無回答
1.8%わからない

3.7%

 
 

Ｑ９「今出川通における現状で，気になる点を２つ選んでください。」（複数回答）について 

「交通渋滞」が 58件と最も多くなっており，次いで「歩道が狭く，歩きにくい」が 39件，「自

動車やバスの排気ガスや騒音」，「違法駐車，違法駐輪が多い」が 34件となっている。 

 

58

39

34

34

11

9

6

6

0 10 20 30 40 50 60 70

交通渋滞

歩道が狭く，歩きにくい

自動車やバスの排気ガスや騒音

違法駐車，違法駐輪が多い

東西方面への移動が不便

バスが時間通りに来ない

その他

不明・無回答

(件)
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Ｑ１０「今出川にＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか。」について 

「反対」が 60.6％を占め最も多く，「どちらかと言えば反対」の 11.0％をあわせると約 7割が 

ＬＲＴ導入に対して慎重な意見であった。 

賛成
12.8%
どちらかと言えば
賛成
9.2%

反対
60.6%

わからない
4.6%

不明・無回答
1.8%

どちらかと言えば
反対
11.0%

 

 

Ｑ１１「今出川以外で，京都市内にＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか。」について 

「反対」が 36.7％を占め最も多く，「どちらかと言えば反対」の 19.3％と合わせると，今出川

通以外へのＬＲＴ導入に対しても，6割弱が慎重な意見であった。 

どちらかと言えば
反対
19.3%

不明・無回答
0.0%

わからない
18.3%

反対
36.7%

どちらかと言えば
賛成
11.9%

賛成
13.8%
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Ｑ１２－①「共同の荷さばき駐車場の利用」について 

「反対」が 45.0％で最も多く，次いで「わからない」が 31.2％，「賛成」が 22.0％であった。 

 

賛成
22.0%

反対
45.0%

不明・無回答
1.8%

わからない
31.2%

 

 

 

Ｑ１２－②「荷さばきの時間帯の制限」について 

「反対」が 61.5％で最も多く，次いで「わからない」が 24.8％，「賛成」は 11.0％にとどま

った。 

わからない
24.8%

不明・無回答
2.7%

反対
61.5%

賛成
11.0%
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Ｑ１２－③「複数の店舗での共同配送」について 

「反対」が 57.8％で最も多く，次いで「わからない」が 32.1％，「賛成」は 7.3％にとどまっ

た。 

わからない
32.1%

不明・無回答
2.8%

反対
57.8%

賛成
7.3%

 
 

（３） 沿道商業者アンケート回答者属性 

Ｑ１３「業種」について 

「個人商店」が 48.6％と最も多くなっており，次いで「飲食業」が 16.5％，「不動産業」が 8.3％

となっている。 

不明・無回答
0.9%

その他
16.5%

個人商店
48.6%

不動産業
8.3%

銀行・郵便局
3.7%

自動車関係
（ガソリンスタンド
等）
1.8%

飲食業
16.5%

スーパー・コンビニ
エンスストア等
3.7%
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（４） 沿道商業者の自由意見 

沿道商業者の約 7割弱がＬＲＴの導入，社会実験についての具体的な意見の記述が見られた。 

自由意見の一例 

l 道路が狭く，今出川通への導入には反対。ＬＲＴ導入するならルートを再検討すべき。 

l 商品の積卸しが困難になる。商売人としては全体に反対。商売ができなくなる。 

l 自動車が多く，しかも駐車スペースの少ない今出川通にＬＲＴを導入することは無謀。渋滞

を引き起こすだけ。それよりも，既存の公共交通を改善すべき。 
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３ 乗車モニターアンケート 
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（１） 概要 

社会実験への評価や，ＬＲＴに関する意見等を伺うため，実際に実験バスへの乗降を体験して

いただいたモニターを対象に実施した。乗車モニターアンケート回答者数は，衣笠校前発（東

行き）が 125 名（参加者数 126 名），出町柳駅前発（西行き）が 116 名（参加者数 122 名）で

あり，延べ 241 名であった。 

 

l 配布数（モニター数）：248 

l 回収数：241 

l 回収率：97.2％ 

[発地点別アンケート回答者数および参加者数] 

発地点 衣笠校前発（東行き） 出町柳駅前発（西行き） 計（人） 
アンケート回答者数（人） 125 116 241 
参加者数（人） 126 122 248 

 

 

（２） アンケート単純集計結果 

Ｑ２「社会実験に参加するまで，LRTを知っていましたか？」について 

「よく知っていた」が 49.0％を占め最も多く，「少しは知っていた」の 34.9％を合わせると，

ＬＲＴの認知度の高さがわかる。一方，「ほとんど知らなかった」は 10.0％に留まっている。 

全く知らな
かった
5.8%

不明・無回答
0.3%

少しは知って
いた
34.9%

ほとんど知ら
なかった
10.0%

よく知ってい
た
49.0%
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Ｑ３「実験バス車内の展示はいかがでしたか？」について 

「わかりやすかった」が 32.8％を占め最も多く，次いで「どちらとも言えない」が 27.0％，

さらに「わかりにくかった」が 18.7％となっている。 

不明・無回答
2.9%

とてもわかり
やすかった
6.2%

どちらとも言
えない
27.0%

わかりやす
かった
32.8%

見ていない
12.4%

わかりにく
かった
18.7%

 
 

Ｑ４「実験バス車内の説明はいかがでしたか？」について 

「わかりやすかった」が 51.9％を占め最も多く，次いで「どちらとも言えない」が 21.2％，

となっている。 

 

とてもわかり
やすかった
15.4%

どちらとも言
えない
21.2%

わかりやす
かった
51.9%

不明・無回答
4.0%わかりにく

かった
7.5%

 
 



 
資 2-29 

Ｑ５「実験バスへの乗車によって，今出川通に LRT が導入された状況を想像できましたか？」

について 

「少しは想像できた」が 51.9％を占め最も多く，次いで「想像できた」が 31.1％，となって

いる。逆に「全く想像できなかった」は最も少なく 3.3％となっている。 

 

想像できた
31.1%

あまり想像で
きなかった
10.4%

少しは想像で
きた
51.9%

不明・無回答
3.3%

全く想像でき
なかった
3.3%

 

 

Ｑ６「今出川通の交通渋滞は気になりましたか？」について 

「気になった」が 56.0％を占め最も多く，次いで「少し気になった」が 27.0％，さらに「あ

まり気にならなかった」が 12.0％となっている。 

 

気になった
56.0%

あまり気にな
らなかった
12.0%

少し気になっ
た
27.0%

不明・無回答
3.8%

全く気になら
なかった
1.2%
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Ｑ７「本日の社会実験への参加によって，LRTに対する印象は変わりましたか？」について 

「良い印象をもった」が 29.5％を占め最も多く，次いで「特に変わらない」が 29.0％を占め，

さらに，「少し良い印象を持った」が 24.5％となっている。 

少し悪い印象
をもった
7.5%

悪い印象を
もった
5.4%

少し良い印象
をもった
24.5%

特に変わらな
い
29.0%

良い印象を
もった
29.5%

不明・無回答
4.1%

 
 

Ｑ８「今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか。」について 

「賛成」が 42.7％を占め最も多く，「どちらかと言えば賛成」の 32.4％を合わせると，約 7割

が今出川通へのＬＲＴの導入に対して前向きな意向を示している。一方，「反対」は 9.1％，「ど

ちらかと言えば反対」は 10.0％であった。 

 

反対
9.1%

わからない
0.0%

どちらかと言
えば賛成
32.4%

どちらかと言
えば反対
10.0%

賛成
42.7%

不明・無回答
5.8%
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Ｑ９「ＬＲＴが今出川通に導入された場合，配慮すべきことは？（２つに○を）」について 

「軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保」が 147件で最も多くなっており，次

いで「公共交通全体を利便性向上」が 63件，「市民・事業者との合意形成」が 55件，「採算性や

運営主体」が 54件，「歩くまち・京都にふさわしいまちづくり」が 53件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

147
63
55
54
53
36
27
16
9

0 100 200

軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保

公共交通全体を利便性向上

市民・事業者との合意形成

採算性や運営主体

歩くまち・京都にふさわしいまちづくり

車庫や停留場などの用地の確保

二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響

その他

不明・無回答

(件)
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Ｑ１０「ＬＲＴが今出川通に導入されるとすれば，期待することは？（２つに○を）」について 

「バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い」が 87件で最も多くなっており，次いで「騒

音や排気ガスが少なくなる」が 82 件となっている。逆に，最も少ないのは「特に期待すること

は無い」の 29件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１１「今出川通以外で，京都市内にＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか？」につい

て 

「賛成」が 53.1％を占め最も多く，「どちらかと言えば賛成」の 27.0％を合わせると約 8割が

今出川通以外でのＬＲＴの導入について，前向きな意向を示している。 

一方，「反対」は最も少なく 5.4％に留まっている。 

 

賛成
53.1%

どちらかと言
えば反対
10.4%

どちらかと言
えば賛成
27.0%

不明・無回答
4.1%

反対
5.4%

 

 

 

87

82

75

61

47

38

29

20

8

0 100

バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い

騒音や排気ガスが少なくなる

時間に正確だから予定がたてやすい

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山など）方面への移動が便利になる

バスと比べて多くの人が乗れる

地域が活性化する

特に期待することは無い

その他

不明・無回答

(件)
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（３） 乗車モニター属性 

Ｑ１２（１）年齢 

「70歳以上」が 25.0％と最も多くなっており，次いで「60～69歳」が 24.2％，「40～49歳」

が 14.5％となっている。 

 

 

70歳以上
25.0%

不明・無回
答
4.4%

50～59歳
10.1%

40～49歳
14.5%

30～39歳
11.7%

60～69歳
24.2%

20～29歳
10.1%

 
 

 

Ｑ１２（２）性別 

「男性」が 65.1％，「女性」が 32.4％であった。 

 

女性
32.4%

不明・無回答
2.5%

男性
65.1%
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Ｑ１２（３）居住地 

「上京区」が 39.5％と最も多くなっており，次いで「北区」が 10.9％，「左京区」が 7.7％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１２（４）普段最もよく利用する移動手段 

「バス」が 97件で最も多くなっており，次いで「鉄道」が 68件，「二輪車または自転車」が 

60件となっている。 

 

44

13

9

11

68

60

97バス

鉄道

二輪車または自転車

自家用車

タクシー

徒歩のみ

不明・無回答

 
 

 

7.7％

左京区

京都府下
4.0%

その他
8.5% 北区

10.9%

その他京都
市
29.4%

上京区
39.5%
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（４） 参加の感想・自由意見 

73.0％から感想，意見等の記述があった。 

自由意見の一例 

l 社会実験を実施するのは非常に良いことだと思う。ただ，市民や観光客への周知が足り

なかったと思う。 

l 今出川通に LRTを導入する際は，できるだけ単線区間を短くすることが必要だと思う。 

l 交差点の行違いのところが円滑に通過できるのかが，少し気になるところです。 

l 車の絶対数を減らしてからでも LRTの導入は遅くないと思う。新しい公共交通は必要だ

と思いますが，現時点の車の多さでは，反対です。 

l 参加してよかったと思います。少しは想像が膨らんだ。 
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４  展示ブース来場者アンケート 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ｑ１ ご来場になるまでＬＲＴのことを知っていましたか。当てはまるものを１つ選んで 
ください。 

 

１. よく知っていた       ２. 少しは知っていた。 
３. ほとんど知らなかった    ４. 全く知らなかった 
 

Ｑ２ 今出川通における現状で，気になる点を２つ選んでください。 
 
１. 交通渋滞          ２. 自動車やバスの排気ガスや騒音 
３. 違法駐車，違法駐輪が多い  ４. 歩道が狭く，歩きにくい 
５. バスが時間通りに来ない 
６. 東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山など）方面への移動が不便 
７. その他                       
 
Ｑ３ 現在の公共交通機関（バス，地下鉄など）の魅力を高めるためには，何が必要だと 
思いますか。当てはまるものを２つ選んでください。 
 
１. 行先，経路の分かりやすい表示   ２. 時間に正確な運行 
３. 運賃体系の見直し         ４. 乗換の利便性向上 
５. 混雑の解消            ６. 企画切符の充実 
７. 高齢者や身体に障害のある方などへの配慮（バリアフリー） 
８. 公共交通ネットワークの充実     
９. その他（                             ） 
 
Ｑ４ ＬＲＴが今出川通に導入されるとすれば，どう思いますか。当てはまるものを１つ 
選んでください。また，その理由をお書きください。 
 
１. 賛成          ２. どちらかと言えば賛成 
３. どちらかと言えば反対  ４. 反対      ５. わからない 
理由（                                 ） 
 
Ｑ５ 今出川通において今後ＬＲＴを検討する場合，どのようなことに配慮すべきだと思い
ますか。当てはまるものを２つ選んでください。 
 
１. 軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保  
２. 採算性や運営主体      ３. 車庫や停留場などの用地の確保  
４. 公共交通全体を利便性向上  ５. 二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響 
６. 市民・事業者との合意形成  ７. 歩くまち・京都にふさわしいまちづくり 
８. その他（                              ） 
 

 

 ＬＬＲＲＴＴにに関関すするるアアンンケケーートト  

本日はご来場いただきまして，ありがとうございます。ご来場の皆さんに， 
簡単なアンケートを実施しています。新しい公共交通システムであるＬＲＴに関
して皆さんのご意見をお聞かせください。御協力のほど，よろしくお願いします。

裏面に続く→ 
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Ｑ６ 今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，あなたは， 
車の利用を控えることができますか。当てはまるものを１つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 

１. 車の利用を控えて，積極的にＬＲＴなどの公共交通機関を利用して移動する  
２. 少しは，車の利用は控える 
３. 車の利用を控えることはできない 
４. 現在，車を利用していない 
５. わからない 
６. その他 （                            ） 
 

Ｑ７ 今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，期待することは何ですか。 
当てはまるものを２つ挙げてください 
 
１. バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い 
２. 地域が活性化する 
３. バスと比べて多くの人が乗れる 
４. 騒音や排気ガスが少なくなる 
５. 時間に正確だから予定がたてやすい 
６. 東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山など）方面への移動が便利になる 
７. 特に期待することは無い 
８. その他（                            ） 

Ｑ８ 今出川通以外で京都市内へＬＲＴが導入されるとすればどう思いますか。当てはまる
ものを１つ選んでください。また，その理由をお書きください。 
 
１. 賛成          ２. どちらかと言えば賛成 
３. どちらかと言えば反対  ４. 反対      ５. わからない 
理由（                                 ） 

Ｑ９ 今回のＬＲＴ展示ブースをご覧になっての感想をお聞かせください。 
 
１. とても充実していた    ２. 充実していた    ３. 普通だった 
４. あまり充実していなかった ５. 充実していなかった 

Ｑ10 ＬＲＴ等の新しい公共交通システムのあり方などについて，ご自由にご意見をお寄せ
ください。 
 
 
 
 
 
 
 
以下は差し支えなければお答え下さい。 
■ご年齢(２０歳未満 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上) 

■性別 （男性 女性） 
■ご住所（      府県       市町村       区          町） 

   以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。
 

ＬＲＴが導入されると，公共交通が便利になる一方，車線減少によって道路が混

雑することが予想されます。その解決には，市民の皆様ひとりひとりが，車の利

用について考えていただくことも必要となります。                  
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（１） 概要 

ＬＲＴに関する意見や，展示ブースについての感想等を伺うため，来場者を対象に

実施した。期間中の来場者は延べ 504名であり，アンケート回答者数は 276名であっ

た。来場者数は 1月 24日（水）（社会実験当日）が 163名と最も多く，アンケート回

答者も 85名と最も多かった。 

 

l 配布数（来場者数）：504 

l 回収数：276 

l 回収率：54.8％ 

 

【展示ブース来場者アンケート回答者数および来場者数】 

 １６日 

（火） 

１７日 

（水） 

１８日 

（木） 

１９日 

（金） 

２３日 

（火） 

２４日 

（水） 

２５日 

（木） 

合計 

回答者数 15 32 41 31 28 85 44 276 
来場者数 21 45 66 71 50 163 88 504 

 

 

来場日別アンケート回答者数（人）

15

32

41

31

28

85

44

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１月１６日 (火）

１月１７日 (水）

１月１８日（木）

１月１９日（金）

１月２３日（火）

１月２４日（水）

１月２５日（木）

(人)
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（２） アンケート単純集計結果 

Ｑ１「ご来場まで，ＬＲＴをご存知でしたか？」について 

「よく知っていた」が 47.1％と最も多く，次いで「少しは知っていた」が 40.9％となっている。 

 

よく知っていた
47.1%

少しは知って
いた
40.9%

全く知らなかっ
た
6.6%

不明・無回答
0.0%ほとんど知ら

なかった
5.4%

 

 

Ｑ２「今出川通における現状で，気になる点は何ですか。（２つ選択）」について 

「交通渋滞」が 148 件と最も多く，次いで「歩道が狭く，歩きにくい」が 116件，「バスが時

間通りに来ない」が 72件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

148

116

72

69

62

52

11

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160

交通渋滞

歩道が狭く，歩きにくい

バスが時間通りに来ない

違法駐車，違法駐輪が多い

自動車やバスの排気ガスや騒音

東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山な
ど）方面への移動が不便

その他

不明・無回答

(件)
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Ｑ３「現在の公共交通機関の魅力を高めるためには，何が必要だと思いますか。（２つ選択）」に

ついて 

「時間に正確な運行」が 121件と最も多く，次いで「公共交通ネットワークの充実」が 73件，

「乗換の利便性向上」が 71件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４「ＬＲＴが今出川通に導入されるとすれば，どう思いますか。（１つ選択）」について 

「賛成」が 47.8％と最も多く，次いで「どちらかと言えば賛成」が 34.4％となっている。「反

対」は最も少なく 2.5％となっている。 

 

どちらかと言え
ば反対
7.2%

不明・無回答
0.5%

わからない
7.6%

反対
2.5%

どちらかと言え
ば賛成
34.4%

賛成
47.8%

 

121

73

71

68

62

60

57

12

9

1

0 20 40 60 80 100 120 140

時間に正確な運行

公共交通ネットワークの充実

乗換の利便性向上

混雑の解消

高齢者や身体に障害のある方などへの配慮

行先，経路の分かりやすい表示

運賃体系の見直し

企画切符の充実

その他

不明・無回答

(件)
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Ｑ５「今出川通において今後ＬＲＴを検討する場合，どのようなことに配慮すべきだと思います

か。」について 

「軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保」が 164件と最も多く，次いで「公共

交通全体の利便性向上」が 88 件，「歩くまち・京都にふさわしいまちづくり」が 76 件となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６「今出川通にＬＲＴが導入されるとすれば，あなたは，車の利用を控えることができますか。」

について 

「車の利用を控えて，積極的にＬＲＴなどの公共交通機関を利用して移動する」が 38.8％と最

も多く，次いで「現在，車を利用していない」が 25.7％，「少しは，車の利用は控える」が 16.3％

となっている。 

現在，車を利用して
いない
25.7%

わからない
2.5%

その他
3.3%

少しは，車の利用
は控える
16.3%

車の利用を控えて，
積極的にＬＲＴなど
の公共交通機関を
利用して移動する
38.8%

車の利用を控えるこ
とはできない
6.5%

不明・無回答
6.9%

 

164

88

76

57

48

47

37

14

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

軌道の専用化による道路の混雑や停車スペースの確保

公共交通全体の利便性向上

歩くまち・京都にふさわしいまちづくり

採算性や運営主体

二酸化炭素(CO2)など大気環境に与える影響

市民・事業者との合意形成

車庫や停留場などの用地の確保

その他

不明・無回答

(件)
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Ｑ７「ＬＲＴが今出川通に導入されるとすれば，期待することは何ですか。（２つ選択）」につい

て 

「バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い」が 102件と最も多く，次いで「時間に正確

だから予定がたてやすい」が 92件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８「今出川以外でＬＲＴが導入されるとすれば，どう思いますか。（１つ選択）」について 

「賛成」が 55.1％と最も多く，次いで「どちらかと言えば賛成」が 22.1％となっている。逆に，

「反対」は最も少なく 1.1％となっている。 

 

賛成
55.1%

どちらかと言え
ば賛成
22.1%

反対
1.1%

わからない
10.9%

不明・無回答
6.5%

どちらかと言え
ば反対
4.3%

 

102

92

79

79

69

51

6

9

19

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

バリアフリーに優れていて，乗り降りがし易い

時間に正確だから予定がたてやすい

騒音や排気ガスが少なくなる
東（出町柳，鞍馬など）西（北野白梅町，嵐山など）方面へ

の移動が便利になる
バスと比べて多くの人が乗れる

地域が活性化する

特に期待することは無い

その他

不明・無回答

(件)
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Ｑ９「今回の展示ブースをご覧になっての感想をお聞かせください。」について 

「とても充実していた」の 11.6％と，「充実していた」の 46.0％をあわせると 57.6％を占め，

次いで「普通だった」が 29.0％となっている。 

 

普通だった
29.0%

不明・無回答
7.9%

充実していな
かった
0.4%

あまり充実し
ていなかった
5.1%

充実していた
46.0%

とても充実して
いた
11.6%

 
 

（３） 展示ブースアンケート回答者属性 

年齢 

「70 歳以上」が 19.2％と最も多く，次いで「20～29 歳」と「30～39 歳」が 16.7％となって

いる。 

 

40～49歳
10.9%50～59歳

9.4%

60～69歳
12.3%

不明・無回答
11.9% 20～29歳

16.7%

20歳未満
2.9%

30～39歳
16.7%

70歳以上
19.2%
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性別 

「男性」が 65.6％，「女性」が 19.9％となっている。 

 

不明・無回答
14.5%

女性
19.9%

男性
65.6%

 

 

 

居住地 

「上京区」が 25.4％と最も多く，次いで「その他京都市（北区，上京区，左京区以外）」が 21.0％

となっている。 

その他京都市
21.0%

京都府下
4.3%

その他
14.9%

不明・無回答
16.6%

左京区
9.1%

北区
8.7%

上京区
25.4%
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（４） 参加の感想・自由意見 

来場者アンケート回答者の 48.6％の記入があった。 

自由意見の一例 

l 実現のためのハードルが多くて，高いようで大変だと思われるが，反対が多いから止めると

いう性質のものではない。都市計画１００年の観点から実現への努力をお願いします。 

l 外国の例を見ると大変良いと思いますが，現在の京都市内，特に今出川通だけを考えると，

無理だと思う。他に東大路通は観光シーズンに入るとバスや自動車の混雑はすごい。新しく

街をつくるには良いと思うが，色々問題点が多いと思います。 

l 環境面や地元との合意，他の交通機関との関係などいろいろと問題はあると思う。これらを

利用者と事業者がお互いに理解することが必要だ。 

 

 



 

 

 

 

 

 

参考資料３ 交通量調査結果 
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※pcu/h：１時間当りの乗用車換算台数で，都市部では大型車１台を乗用車２台に換算する。
※pcu/h：ここで，pcuとはpassenger car unitの略である。

乗用車換算台数の推移（御前東入る）
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乗用車換算台数の推移（寺町西入る及び御前東入るの平均）
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　↑
10時台にピーク

乗用車換算台数の推移（寺町西入る）

0

400

800

1,200

1,600

2,000

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
時間帯（時台）

乗
用
車
換
算
台
数

乗用車換算台数

(pcu/h)

実験時間帯

今出川通の断面交通量

　交通社会実験の実施時間については，今出川通の交通量のピークが朝10時台であることから，
最も混雑している時間帯における自動車交通への影響を見るという観点から，ピーク時を含めた
10～13時とした。

出典：平成17年道路交通センサス

出典：平成17年道路交通センサス

出典：平成17年道路交通センサス
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